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究
ノ
ー
ト

経
済
格
差
と
教
育
機
会

鶏
　 内
　 泰
　 寛

一
、
は
じ
め
に

　 戦
後
、
日
本
は
奇
跡
的
の
高
度
経
済
成
長
を
成
し
遂
げ
、
す
べ
て
の
者
が
等
し
く
豊
か
に
な
れ
る
と
さ
れ
た
。
一
九
七
〇
年
か
ら
一
九

八
〇
年
代
に
か
け
て
、
日
本
で
は
「
一
億
総
中
流
階
級
」
と
い
わ
れ
、
誰
も
が
同
等
の
生
活
を
享
受
し
て
い
る
と
い
わ
れ
た
。
も
は
や
、

日
本
社
会
に
お
い
て
階
級
の
確
執
は
縁
遠
い
も
の
と
考
え
ら
れ
、
な
か
に
は
階
級
理
論
は
そ
の
有
効
性
を
失
っ
た
と
ま
で
言
わ
れ
た
時
代

で
あ
る
。
そ
の
後
の
一
九
八
六
年
か
ら
一
九
九
一
年
ま
で
の
期
間
、
株
式
や
不
動
産
を
中
心
に
資
産
の
過
度
な
高
騰
、
経
済
拡
大
が
起
こ

る
。
バ
ブ
ル
景
気
で
あ
る
。
世
界
の
中
で
一
番
の
投
資
先
と
し
て
魅
力
が
あ
り
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
と
言
う
者
が
あ

っ
た
時
代
、
日
本
の
国
民
一
人
当
た
り
の
所
得
は
ア
メ
リ
カ
を
抜
き
、
敗
戦
国
で
あ
っ
た
日
本
人
の
自
尊
心
を
取
り
戻
し
た
時
代
で
も
あ

っ
た
。
そ
れ
故
、
社
会
の
格
差
や
不
平
等
に
つ
い
て
、
こ
と
さ
ら
議
論
さ
れ
な
か
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
バ
ブ
ル
景
気
が
終
焉

を
迎
え
る
や
、
果
た
し
て
日
本
は
そ
れ
ほ
ど
平
等
な
国
な
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
、
橘
木
俊
詔
の
『
日
本
の
経
済
格
差
―
所
得
と
資
産

か
ら
考
え
る
―
』（
岩
波
新
書
、
一
九
九
八
）
を
き
っ
か
け
に
そ
の
問
題
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　 本
発
表
で
は
、
先
ず
橋
本
健
二
氏
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
※
①
Ｓ
Ｓ
Ｍ
調
査
（
社
会
階
層
と
社
会
移
動
調
査
）
の
デ
ー
タ
を
中
心
に
日
本
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の
戦
後
の
階
級
別
経
済
格
差
を
示
し
、「
一
億
総
中
流
階
級
」
と
言
わ
れ
た
時
期
、
バ
ブ
ル
景
気
の
時
期
、
は
た
し
て
格
差
は
な
い
時
代

だ
っ
た
と
言
え
る
か
を
検
証
し
て
み
た
い
。
そ
の
上
で
、
現
状
の
経
済
格
差
は
当
時
と
比
べ
て
ど
れ
ほ
ど
の
違
い
が
あ
る
の
か
を
考
え
る
。

Ｓ
Ｓ
Ｍ
調
査
は
、
一
九
五
五
年
か
ら
一
〇
年
お
き
に
調
査
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
現
状
で
は
二
〇
〇
五
年
ま
で
を
考
察
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
Ｓ
Ｓ
Ｍ
調
査
の
規
模
は
小
さ
い
が
、
定
期
的
か
つ
長
年
に
亘
り
調
査
さ
れ
て
い
る
点
で
有
用
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
九
七
五
年

ま
で
の
調
査
対
象
は
男
性
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
は
留
意
頂
き
た
い
。

　 ま
た
、
近
年
で
は
貧
困
を
抜
け
出
せ
な
い
貧
困
層
の
連
鎖
が
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
学
歴
に
よ
る
貧
困
か
ら
の
離
脱

は
可
能
な
の
か
を
検
証
す
る
た
め
、
教
育
機
会
の
構
造
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　 こ
れ
ら
の
検
証
の
上
で
、
寺
院
の
教
育
格
差
問
題
に
対
す
る
可
能
性
つ
い
て
提
唱
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

二
、
日
本
に
お
け
る
戦
後
の
階
級
別
経
済
格
差

　 図
表
１
を
み
る
と
一
九
五
五
年
に
お
け
る
全
体
の
※
②
貧
困
率
は
二
〇
・
八
％
と
実
に
国
民
の
五
人
に
一
人
が
貧
困
に
陥
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
特
に
農
民
層
は
三
四
・
一
％
と
三
人
に
一
人
と
い
う
非
常
に
高
い
貧
困
率
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
労
働
者
層
（
一
〜
二

十
九
人
）
の
小
さ
な
企
業
に
お
い
て
も
二
一
・
六
％
と
全
体
の
貧
困
率
を
上
回
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
比
べ
、
新
中
間
階
級
、
資
本
階
級
の

貧
困
率
は
各
々
六
・
〇
％
未
満
と
な
っ
て
い
る
。
農
民
層
の
非
常
に
高
い
貧
困
率
は
、
一
九
四
七
年
〜
一
九
五
〇
年
ま
で
行
わ
れ
た
農
地

改
革
の
影
響
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
時
代
に
お
い
て
も
大
き
な
格
差
は
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　 一
九
六
五
年
を
見
る
と
全
体
の
貧
困
率
は
、
一
二
・
一
％
ま
で
低
下
し
、
資
本
階
級
、
新
中
間
階
級
の
貧
困
率
は
各
々
五
％
未
満
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
農
民
層
は
二
四
・
二
％
と
四
人
に
一
人
、
労
働
者
層
（
一
〜
二
十
九
人
）
に
お
い
て
も
二
〇
・
七
％
と
五
人
に

一
人
の
割
合
で
貧
困
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　 一
九
七
五
年
を
見
る
と
全
体
の
貧
困
率
は
九
・
〇
％
と
デ
ー
タ
上
、
最
も
低
い
貧
困
率
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
時
代
は
「
一
億
総
中
流
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階
級
」
と
言
わ
れ
た
時
で
あ
り
、
数
字
の
上
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
然
し
な
が
ら
、
こ
の
時
代
に
お
い
て
も
農
民
層
は
一
九
・
六
％
と
五

人
に
一
人
の
割
合
で
貧
困
に
陥
っ
て
い
る
。
農
民
層
を
有
す
る
地
方
と
都
市
部
で
は
生
活
水
準
に
大
き
な
差
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
る
。

　 一
九
八
五
年
の
全
体
の
貧
困
率
は
九
・
六
％
と
あ
ま
り
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
然
し
な
が
ら
、
農
民
層
の
貧
困
率
は
大
幅
に
減
少
し
一

三
・
六
％
と
な
っ
て
お
り
、
物
価
の
上
昇
に
伴
い
農
民
層
も
豊
か
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
伺
え
る
。
た
だ
し
、
他
の
階
級
で
あ
ま
り
貧
困

率
の
変
化
が
見
ら
れ
な
い
の
に
対
し
、
小
企
業
、
中
企
業
に
お
い
て
は
貧
困
率
が
二
〇
・
六
、
一
〇
・
二
と
上
昇
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

他
の
職
種
の
賃
金
上
昇
率
が
高
か
っ
た
の
に
対
し
、
こ
の
時
点
で
は
小
企
業
、
中
企
業
に
ま
で
そ
の
恩
恵
が
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

が
理
由
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
こ
れ
ま
で
減
少
し
て
き
た
賃
金
格
差
が
再
び
生
じ
た
時
代
で
あ
る
と
言
え
る
。

　 一
九
九
五
年
、
バ
ブ
ル
景
気
崩
壊
後
の
全
体
の
貧
困
率
は
九
・
四
％
と
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。
個
人
年
収
、
世
帯
年
収
は
と
も
に
最
高

値
を
示
し
、
バ
ブ
ル
景
気
の
影
響
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
。
実
に
一
九
五
五
年
当
時
と
比
べ
る
と
、
一
番
増
加
率
の
低
い
資
本
階
級
の
個

人
収
入
で
も
一
八
・
九
倍
、
最
も
増
加
率
の
高
い
農
民
層
の
個
人
収
入
は
五
五
・
〇
倍
と
な
っ
て
い
る
。
唯
一
、
農
民
層
の
貧
困
率
が
一

八
・
八
％
と
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。
非
正
規
雇
用
者
の
割
合
も
二
〇
％
以
上
と
な
り
九
九
八
万
人
と
な
っ
た
時
代
で
も
あ
る
。

　 二
〇
〇
五
年
の
全
体
の
貧
困
率
は
十
三
・
七
％
と
大
き
な
増
加
が
み
ら
れ
る
。
農
民
層
以
外
の
全
て
の
個
人
収
入
は
、
減
少
に
陥
っ
て

い
る
。
ま
た
、
世
帯
年
収
に
お
い
て
は
、
全
て
の
階
級
に
お
い
て
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
小
企
業
で
は
過
去
最
高
の
貧
困
率
二
二
・

三
％
と
五
人
に
一
人
以
上
が
貧
困
に
陥
っ
て
い
る
。
ま
た
、
図
表
２
を
み
る
と
、
非
正
規
雇
用
者
の
割
合
も
三
〇
％
以
上
と
な
り
一
，
六

三
四
万
人
と
非
常
に
高
い
割
合
と
な
っ
て
い
る
。
労
働
者
階
級
、
非
正
規
労
働
者
に
貧
困
が
広
が
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

三
、
現
代
に
お
け
る
経
済
格
差

　 二
〇
一
一
年
の
量
的
緩
和
策
に
よ
り
日
経
平
均
株
価
と
円
安
の
連
動
が
起
こ
り
、
俗
に
い
う
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
景
気
が
起
こ
っ
た
。
そ
の
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後
の
追
加
金
融
緩
和
な
ど
も
あ
り
、
給
与
推
移
を
見
る
と
二
〇
一
三
年
に
は
三
年
ぶ
り
に
賃
金
の
緩
や
か
な
上
昇
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
然
し
な
が
ら
、
二
〇
〇
五
年
に
比
べ
る
と
二
〇
一
三
年
の
個
人
収
入
は
依
然
と
し
て
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　 パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
非
正
規
労
働
者
の
割
合
は
毎
年
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。
図
表
２
を
み
る
と
、
二
〇
一
四
年
の
全
労

働
者
は
、
五
，
二
四
〇
万
人
、
そ
の
内
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
派
遣
社
員
、
契
約
社
員
、
嘱
託
な
ど
の
非
正
規
労
働
者
は
一
，
九
六

二
万
人
と
な
っ
て
い
る
。
非
正
規
労
働
者
の
割
合
は
一
九
八
四
年
に
一
五
・
三
％
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
四
年
に
は
三
七
・
四
％
と
大
幅

に
上
昇
し
て
い
る
。
実
に
労
働
者
の
三
人
に
一
人
以
上
が
非
正
規
労
働
者
と
な
っ
て
い
る
。
図
表
３
を
み
る
と
、
正
規
雇
用
を
望
ん
で
い

な
が
ら
不
本
意
に
も
非
正
規
雇
用
を
強
い
ら
れ
て
い
る
割
合
も
若
年
層
に
高
く
、
貧
困
が
貧
困
を
連
鎖
す
る
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が
生
じ
て

い
る
と
言
え
る
。
二
〇
〇
五
年
の
Ｓ
Ｓ
Ｍ
調
査
を
み
る
と
結
婚
に
お
い
て
も
、
若
年
男
性
の
未
婚
率
が
正
規
労
働
者
で
五
〇
・
九
％
で
あ

る
の
に
対
し
、
非
正
規
労
働
者
で
は
八
〇
・
四
％
と
高
く
、
子
供
の
い
る
割
合
も
そ
れ
ぞ
れ
四
〇
・
〇
％
、
一
五
・
二
％
で
あ
っ
た
こ
と

を
考
え
る
と
さ
ら
に
少
子
化
の
傾
向
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
非
正
規
労
働
者
に
と
っ
て
い
か
に
子
育
て
が
困
難
な
状
況

か
が
わ
か
る
。

　 二
〇
一
三
年
の
お
け
る
女
性
の
給
与
平
均
は
二
七
二
万
円
と
低
く
、
政
府
か
ら
の
補
助
金
が
あ
っ
た
と
し
て
も
男
性
の
平
均
給
与
五
一

一
万
円
と
比
べ
る
と
二
三
九
万
円
の
格
差
が
生
じ
て
お
り
、
母
子
家
庭
で
は
貧
困
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
る
。
例
え
ば
、

母
子
家
庭
で
給
与
二
七
二
万
円
だ
っ
た
と
す
る
と
、
子
供
一
人
で
は
母
子
手
当
の
支
給
は
な
く
、
二
人
な
ら
月
額
一
四
，
九
一
〇
円
（
年

間
一
七
八
，
九
二
〇
円
）、
三
人
な
ら
月
額
二
四
，
九
六
〇
円
（
年
間
二
九
九
，
五
二
〇
円
）
程
度
の
支
給
と
な
る
。

四
、
教
育
機
会
か
ら
く
る
学
歴
格
差

　 学
歴
取
得
が
自
身
の
出
身
階
級
と
離
れ
て
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
教
育
機
会
の
平
等
が
保
た
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
こ

で
は
、
階
級
か
ら
く
る
教
育
機
会
は
保
た
れ
て
い
る
か
を
見
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
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　 一
九
五
五
年
の
高
校
進
学
率
は
男
子
が
五
五
％
、
女
子
が
一
五
％
、
大
学
・
短
大
進
学
率
は
男
子
が
一
五
％
、
女
子
が
五
％
で
あ
っ
た
。

現
在
の
教
育
機
関
と
は
そ
の
進
学
の
意
味
合
い
は
異
に
す
る
が
、
こ
の
時
代
に
お
い
て
は
家
業
の
継
承
を
期
待
す
る
層
や
貧
困
層
の
学
歴

に
対
す
る
熱
望
は
な
く
、
九
年
の
義
務
教
育
さ
え
長
い
と
さ
れ
た
。

　 そ
の
後
の
高
度
経
済
成
長
に
よ
り
こ
の
状
況
は
徐
々
に
変
化
し
、
一
九
七
五
年
に
は
男
女
と
も
に
高
校
進
学
率
は
九
〇
％
を
超
え
る
水

準
に
達
し
た
。
大
学
・
短
大
の
進
学
率
も
男
女
と
も
に
三
〇
％
を
超
え
た
。
こ
の
二
〇
年
間
の
内
に
国
民
の
高
学
歴
化
が
進
ん
だ
こ
と
に

な
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
や
は
り
一
九
五
五
年
の
農
民
層
中
心
の
労
働
力
か
ら
労
働
者
階
級
へ
の
労
働
力
へ
の
移
行
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
学
歴
が
就
職
時
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
後
の
中
高
年
の
キ
ャ
リ
ア
に
も
有
意
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
学
歴
社
会
へ
変

化
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　 教
育
機
会
を
得
る
に
は
、
そ
の
背
景
に
家
庭
の
経
済
力
が
あ
る
。
図
表
４
を
み
る
と
、
二
〇
〇
八
年
の
平
均
給
与
は
四
三
〇
万
円
で
中

央
値
に
な
る
と
お
お
よ
そ
一
〇
％
減
少
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
二
〇
〇
八
年
の
平
均
収
入
の
中
央
値
は
三
八
七
万
円
と
な
り
、
月
額
給
与

に
換
算
す
る
と
三
二
二
，
五
〇
〇
円
で
あ
る
。
図
表
５
を
み
る
と
、
子
供
の
教
育
費
の
月
平
均
は
、
公
立
幼
稚
園
で
一
八
，
六
〇
九
円

（
五
・
七
七
％
）、
私
立
幼
稚
園
で
四
五
，
一
五
五
円
（
一
四
・
〇
〇
％
）、
公
立
小
学
校
で
二
五
，
六
三
一
（
七
・
九
五
％
）、
私
立
小
学

校
で
一
一
六
，
一
四
五
円
（
三
六
・
〇
一
％
）、
公
立
中
学
で
四
〇
，
一
〇
九
円
（
一
二
・
四
四
％
）、
私
立
中
学
で
一
〇
三
，
〇
三
六
円

（
三
一
・
九
五
％
）、
公
立
高
校
で
四
二
，
九
四
〇
円
（
一
三
・
三
一
％
）、
私
立
高
校
で
八
一
，
三
六
三
円
（
二
五
・
二
三
％
）、
国
立
大

学
（
自
宅
）
で
五
九
，
九
一
七
円
（
一
八
・
五
八
％
）、
国
立
大
学
（
下
宿
）
で
一
一
一
，
〇
八
三
円
（
三
四
・
四
四
％
）、
私
立
大
学

（
自
宅
）
で
一
〇
七
・
八
一
七
円
（
三
三
・
四
三
％
）、
私
立
大
学
（
下
宿
）
で
一
六
四
，
七
〇
〇
円
（
五
一
・
〇
七
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　 私
立
小
学
校
、
私
立
中
学
校
、
私
立
大
学
、
国
立
大
学
（
下
宿
）
で
は
家
計
に
占
め
る
教
育
関
係
費
の
割
合
が
三
〇
％
以
上
、
私
立
大

学
（
下
宿
）
で
は
五
〇
％
以
上
と
な
り
、
か
な
り
負
担
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
子
供
が
一
人
で
の
デ
ー
タ
で
あ
り
、
二
人

以
上
の
家
庭
や
賃
貸
、
ロ
ー
ン
な
ど
を
抱
え
て
い
る
場
合
に
は
、
教
育
機
会
を
与
え
る
こ
と
は
実
際
に
は
困
難
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
プ
チ
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貧
困
と
呼
ば
れ
る
層
で
は
、
さ
ら
に
一
〇
％
以
上
の
増
加
が
見
ら
れ
、
貧
困
層
で
は
三
〇
％
以
上
の
増
加
と
な
り
、
現
実
的
に
教
育
機
会

を
与
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
貧
困
層
の
私
立
大
学
（
下
宿
）
で
は
、
一
〇
二
・
一
四
％
と
収
入
を
超
え
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

図
表
６
を
み
る
と
、
子
供
が
中
学
生
ま
で
の
間
は
貯
蓄
が
可
能
で
あ
る
が
、
高
校
生
で
は
収
支
が
等
し
く
な
り
貯
蓄
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
大
学
生
に
な
る
と
貯
蓄
を
取
り
崩
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
図
表
７
を
み
る
と
、
大
学
の
授
業
料
は
近
年

も
増
加
傾
向
に
あ
る
の
で
、
さ
ら
に
家
計
の
負
担
が
増
加
し
て
い
く
と
推
測
さ
れ
る
。
二
〇
一
四
年
の
日
本
学
生
支
援
機
構
の
調
査
に
よ

る
と
、
大
学
生
の
五
二
・
五
％
が
何
ら
か
の
奨
学
金
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う
結
果
が
で
て
い
る
。
仮
に
日
本
学
生
支
援
機
構
で
国
立
大

学
（
自
宅
）
第
一
種
（
無
利
息
）
の
場
合
を
考
え
る
と
月
額
四
万
五
千
円
奨
学
金
の
借
り
入
れ
と
な
り
、
大
学
四
年
間
で
二
一
六
万
円
と

な
る
。
返
済
は
、
月
額
一
二
，
八
五
七
円
で
十
四
年
の
長
期
に
亘
る
返
済
が
生
じ
る
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
は
、
日
本
学
生
支
援
機
構
で
は
、

一
番
借
り
入
れ
の
少
な
い
場
合
で
あ
り
、
一
番
多
い
月
額
一
二
万
円
で
大
学
六
年
間
の
第
二
種
（
３
％
の
利
息
）
の
借
り
入
れ
を
見
る
と

月
額
四
八
，
四
四
六
円
で
二
〇
年
の
返
済
と
な
る
。
仮
に
夫
婦
で
と
も
に
奨
学
金
の
返
済
が
生
じ
る
と
、
家
計
で
締
め
る
割
合
が
か
な
り

大
き
い
と
い
え
る
。
近
年
で
は
、
就
職
の
失
敗
や
転
職
の
繰
り
返
し
に
よ
り
、
こ
の
奨
学
金
を
返
済
で
き
な
い
若
者
た
ち
が
増
え
て
い
る

と
い
う
現
状
も
あ
る
。

　 図
表
８
の
二
〇
〇
五
年
の
「
父
親
の
所
属
階
級
が
本
人
の
所
属
階
級
に
及
ぼ
す
影
響
（
男
女
三
五
〜
五
四
歳
）」
か
ら
も
格
差
は
見
て

取
れ
る
。
父
親
が
資
本
家
階
級
で
本
人
も
資
本
家
階
級
に
な
っ
た
の
は
二
九
・
〇
％
と
他
の
階
級
に
比
べ
て
非
常
に
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

新
中
間
階
級
、
労
働
者
階
級
を
見
て
も
、
父
親
の
階
級
と
本
人
の
階
級
が
同
じ
で
あ
る
割
合
が
、
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
・
三
％
、
六
二
・
四
％

と
非
常
に
高
い
。
唯
一
、
父
親
の
階
級
と
本
人
の
階
級
の
合
致
が
な
い
旧
中
間
階
級
は
、
農
民
層
や
自
営
業
者
が
中
心
な
の
で
、
労
働
力

の
移
行
が
大
き
く
表
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　 こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
と
実
際
に
は
教
育
の
達
成
に
は
賃
金
の
優
位
さ
が
伴
い
、
出
身
階
級
の
関
係
を
断
ち
切
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
と
い
え
る
。
苅
谷
剛
彦
氏
は
『
階
層
化
日
本
と
教
育
危
機
│
不
平
等
再
生
産
か
ら
意
欲
格
差
社
会
へ
』（
二
〇
〇
一
年
）
の
中
で
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「
い
ま
や
私
た
ち
は
、
そ
う
し
た
努
力
主
義
、
よ
り
正
確
に
い
え
ば
、
努
力
＝
平
等
主
義
が
ひ
と
つ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
す
ぎ
な
い
と
指

摘
で
き
る
。
教
育
達
成
に
お
け
る
「
結
果
の
不
平
等
は
」、
努
力
の
差
異
の
み
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
出
身
階
級
の

影
響
を
受
け
た
努
力
の
不
平
等
も
、
そ
こ
に
介
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
、
社
会
で
の
教
育
に
よ
る
階
級
の
「
再
生
産
」
が
生

じ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ゆ
と
り
教
育
に
よ
っ
て
、
努
力
の
影
響
は
さ
ら
に
小
さ
く
な
り
、
階
級
格
差
の
影
響
が
さ
ら
に

強
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
も
推
測
さ
れ
て
い
る
。

五
、
寺
院
の
で
き
う
る
こ
と

　 寺
院
は
こ
の
教
育
格
差
問
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
点
で
協
力
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
寺
院
の
利
点
の
一
つ
は
そ
の
大
き
い
収
容
力
で

あ
る
。
寺
院
を
、
学
習
室
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
寺
院
を
学
習
室
と
し
て
地
域
に
開
放
す
る
こ
と
で
、
寺
院
と
子
供
、
地

域
と
の
友
好
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
学
力
の
向
上
に
よ
り
所
属
階
級
の
押
し
上
げ
効
果
を
期
待

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
図
表
９
を
見
て
わ
か
る
よ
う
に
学
歴
に
よ
る
収
入
格
差
は
明
ら
か
で
あ
る
。
所
属
階
級
を
非
正
規
雇

用
者
か
ら
労
働
者
階
級
、
労
働
者
階
級
か
ら
新
中
間
階
級
へ
押
し
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
給
与
の
増
加
が
見
込
め
、
貧
困
か
ら
離
脱
で
き

る
可
能
性
が
増
加
す
る
。
こ
れ
よ
り
生
活
の
安
定
を
計
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
寺
院
が
中
心
と
な

り
協
力
す
る
こ
と
で
地
域
の
信
頼
を
得
、
寺
院
へ
の
協
力
や
入
檀
に
も
繋
が
る
可
能
性
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
統
計
局
に
よ
る
と
二
〇
一

一
年
が
「
人
口
が
継
続
し
て
減
少
す
る
社
会
の
始
ま
り
の
年
」
と
さ
れ
、
日
本
の
人
口
は
減
少
に
転
じ
た
。
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
の

『
人
口
減
少
時
代
の
宗
門
』
で
も
檀
家
の
減
少
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
行
う

こ
と
で
檀
信
徒
増
加
に
繋
が
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　 現
在
、
わ
た
く
し
自
身
は
大
学
の
教
授
に
理
解
を
求
め
、
学
生
の
学
習
室
参
加
を
打
診
し
て
い
る
。
塾
と
な
る
と
初
期
投
資
等
の
面
で

経
営
的
に
敷
居
は
高
い
が
、
学
習
室
に
地
域
の
大
学
の
学
生
に
協
力
を
求
め
、
学
習
指
導
を
行
う
こ
と
は
大
き
な
費
用
を
か
け
ず
に
行
え
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る
事
業
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
学
習
室
の
場
合
は
、
塾
と
異
な
り
大
き
な
月
謝
な
ど
を
取
る
必
要
も
な
く
、
家
計
へ
の
負
担
も
見
な
く

て
済
む
。
ま
た
、
勉
強
へ
の
意
欲
が
あ
る
者
だ
け
が
、
自
ら
の
意
志
で
来
る
と
い
う
の
も
大
き
な
点
で
あ
ろ
う
か
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
学
力
の
向
上
を
計
れ
れ
ば
、
将
来
の
安
定
を
も
計
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。
実
際
に
こ
の
事
業
を
稼
働
し
、

経
年
し
た
時
点
で
、
そ
の
結
果
を
報
告
し
た
い
。

※
①
Ｓ
Ｓ
Ｍ
調
査
…
… 
Ｓ
Ｓ
Ｍ
調
査
は
、
正
式
名
称
「
社
会
階
層
と
社
会
移
動
全
国
調
査
」
と
い
い
、
日
本
の
社
会
階
層
に
関
す
る
デ
ー

タ
を
体
系
的
に
集
め
る
た
め
に
、
尾
高
邦
雄
を
中
心
と
し
て
一
九
五
五
年
に
開
始
さ
れ
十
年
お
き
に
調
査
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
調
査
は
、
本
人
の
初
職
か
ら
現
職
に
至
る
す
べ
て
の
職
歴
、
学
歴
、
世
帯
所
得
、
個
人
所
得
、
所
有

す
る
資
産
や
耐
久
消
費
財
、
階
級
・
階
層
帰
属
意
識
、
政
党
支
持
な
ど
の
情
報
が
含
ま
れ
て
お
り
、
階
級
・
社
会

階
層
研
究
の
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
た
だ
し
欠
点
も
あ
り
、
七
十
五
年
ま
で
は
調
査
対
象
が
男
性
の

み
で
あ
り
、
ま
た
調
査
サ
ン
プ
ル
が
数
千
人
程
度
と
少
な
い
。

※
②
貧
困
率
…
…
…
… 

こ
こ
で
言
う
貧
困
率
は
、
所
得
の
中
央
値
（
中
央
値
と
い
う
の
は
、
そ
の
比
較
対
象
を
順
番
に
並
べ
て
、
ち
ょ
う

ど
真
ん
中
に
あ
た
る
数
字
を
抜
き
出
す
方
法
で
あ
る
。
年
収
の
中
央
値
の
場
合
平
均
年
収
に
対
し
て
、
中
央
値
は

お
お
よ
そ
十
％
程
度
少
な
い
結
果
と
な
る
と
試
算
で
き
る
。）
の
二
分
の
一
を
貧
困
線
と
し
て
割
り
出
さ
れ
て
い

る
。
実
際
に
こ
の
方
法
で
算
出
し
た
貧
困
率
は
、
生
活
保
護
基
準
を
用
い
て
算
出
す
る
貧
困
率
と
遜
色
が
な
い
値

と
な
っ
て
い
る
。
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